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学位 博士（看護学）聖路加看護大学 
学部／大学院 学部／大学院 
担当授業科目 【看護学部】 

母性看護学概論 
母性看護学援助論 
母性看護学技術演習 
母性看護学実習 
看護プロフェッショナルセミナー 
看護活動と研究 
卒業研究 
【大学院（修士課程）】 
看護研究Ⅰ（概論） 
看護研究Ⅱ（量的研究法） 
母性看護学特論 
ウィメンズヘルス特論 
周産期ケア開発特論 
母性看護学演習 
特別研究 
【大学院共同看護学専攻（博士課程）】 
生涯発達看護学特論 
看護学演習 
合同研究ゼミナール 
特別研究 

研究テーマ 妊娠期の口腔ケアの開発に関する研究 
マタニティ・ヨーガに関する研究 
育児のソーシャルキャピタルに関する研究 

主要所属学会 日本看護科学学会 日本看護研究学会 日本助産学会 母性衛生学

会 聖路加看護学会 

教授 

教員データ 
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